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一一 内装壁面材料の視覚的イメージに関する因子分析- *

























































非常に かなり や や 詑 たで や や かなり 非常に
∨
き れ い な 皇 占 左 上- 去 占 j き た な い
∨
複 雑 な Lr__ ' l _｣_ I - ___｣ 単 純 な
∨
上 品 な l IT I ' ' E下 品 な
∨







安田 ･増田 ･満久 :木質材料の視覚特性
Table1.評定用パネル
名 称 色 相 明 度 彩 度
シージング
ケ ヤ キ 印
ロ ー ズ 印
ラワン浅溝
イ ソ シ ュ
布









































































































まず,第 i番目の意味尺度 (言葉対)の第 k番目の評定用パネルに対する評点の,被験者 l人の平均値
xtk (i-1,2,-,m,k-1,2,･･,a)を求める｡







さて,この rij を要素とする mxm の相関行列 R をもとにして,β個の因子を柚出するのであるが,因
子分析法では,そのためにまず,次式で表わされる線形モデルを仮定する｡
zik- ailflk+ai2f2k十 --+aiβfβk+diuik (3)
上式は zik すなわち i番目の意味尺度における k番目の評定用パわ レ(刺激)に対する評点 (反応毒)
杏,これから求めようとするβ個の基本因子 (共通因子)を用いて表現したものである｡第kパネルの第1)
共通因子に対する得点は.ノfI,kであり (fpk を共通因子得点と呼ぶ),また i意味尺度は第 P共通因子に対し
alPのかかわりがある (aip を因子得点にかけられた重み- 因子負荷という)o従って,(3)式右辺の最後
の項を除く部分は, zik において,β相の共通因子によって表現されうる部分を表わしており,diuikはそ
の残りの部分を表わす｡ uik を独白因子得点, dtを独白因子負荷という｡
(3)式をマトリックス表示すると,
Z-AF+DU (4)
となるOここに,Z は Z7,k を要素にもつ m行 n列の行列,A は aip を要素にもつ m行 β列の行列,
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F はfpk を要素にもつ β行 n列の行列,D は dlを対角要素にもつ m行 m列の対角行列,U は uikを
要素にもつ m行 n列の行列｡











∑ fpk uqk- 0k-1
これらの関係を考慮すると,(4)式より次式が誘導きれる｡
1zzT=AAT+DDTn
ところで,左辺は (2)式よりrijを要素とする相関行列 R に等しいから,
R-AAT+DDT
R*=RIDDT

















に 1-vl-Ii葺孟pij(∑- p-ri,*) (14)
β
p-1









であることが明らかとなる｡ 以下,これをさらに押し進めると,第2因子以下の a2,a3,- ,aβおよび ス2,
13,-I,1βもそれぞれ R*の固有ベクトルおよび固有値であることが証明される.ゆえに,因子負荷行列 A








2 ケ ヤ キ 印
3 ロ ー ズ 印
4 ラワソ浅帯
5 イ ソ シ ュ
6 布
7 有 利 合 板
8 石 こ う
9 ブビンガ印
10 ア ル ミ




複雑な 上品な 静的な 鋭 い 喜;差や 清潔な すんだ 重 い くらい かたいどっし












12 マ ツ 印 ;2.50 4.22
i1
16 ス ギ 印 :2,83 3.00
17 木 毛 セ 15･89 2150㌔
18 サクラつき 24･67 4･83









5.33 2.88 5.28 5.06 5.83 6.17
3.50 3.78 4.00 2.94 2.67 2.72
3.06 4.33 4.61 5.50 3.61 4･.94
4.67 3.06 5.06 3.61 4.06 4.17
4.78 3.33 5.67 5.33 4.67 5.61
3.17 2.83 4.22 3,11 2.56 2.94
4.76 4.72 4･.11 3.28 3.67 4,17
3.78 2.83 3.83 3.06 2.89 2.78
3.28 4.17 4.56 5.56 3.67 4.89
4.33 4.28 1.94 3.67 2.56 2.72
3.83 3.72 4.12 3.11 2.67 3.22
3.39 3.56 3.61 2.61 2.33 2.50
4.11 3.28 4.78 3.28 4.00 4.33
3.61 4･.83 3.78 3.44 3.39 4･.ll
3.83 4.83 3.89 4.39 3.83 4.44
3.00 4∴17 3.61 2.94 2.72 2.94
5.39 5.00 4,61 5.50 5.61 5.56
4.89 3.28 4∴89 3.89 4.83 5.00
3.67 3.78 3.61 3.61 3,00 3.17
3.61 4.22 4.56 4.72 3.61 4.56
4.22 4･.00 3.84 4.24 3.93 3.61 4.05
























若 い 言諾 不純な
2.72 4.17 5.29 4.22
4.67 2.28 3.06 3.61
3.11 3.17 4.44 4∴67
4.50 4.72 3.94 年.06
2.82 5.11 5.06 4.17
5.22 4.11 3.22 4.06
4.50 4.17 3.83 3.06
4.78 2.39 2.9年 3.89
2.72 2.94 4.39 4∴18
5.56 1.67 2.44. 3.ll
4.78 2.44･ 3.56 3.22
5.39 3.06 2.83 4.ll












4.07 3.55 3.86 3.83
標 準 偏 差 i1.00 1.10 0.72 0.69 0.77 0.97 0.98 1.09 1.07 1.15 0.79 0.91 1.00 0.81 0.49
???? ? ? ?
?? ?
?? ? ? ?
? ?
Table2T2.被験者による評点の平均値 xik




2 ケ ヤ キ 印
3 ロ ー ズ 印
4 ラワン浅満
5 イ ン シ ュ
6 布
7 着 孔 合 板
8 石 こ う
J 9 ブビンガ印
0〇
り 10 ア ル ミ
メ ll ケ ヤ キ 印
12 マ ツ 印
13 タ モつ き
14 抽 象 柄
15 チークつき
16 ス ギ 印
17 木 毛 セ
18 サクラつき
19 ベ イ ヒ溝
20 レ オ 印
はっ き 人間的 あたた あたら おだや
りした な かい しい かな
???? ????????????? ?????? ?? ???? ???? ?????? ???
?
? ?? ?? ????? ?? ??? ?
?????????????? ????
平均値法 xi再 ･18 3167 4106
標 準 偏 差
弱 い 禁と く 詑 芝 地味な 訂 つ 自然な 富君の
5.22 4.44 5.28 5.28 6.00
4.22 4.00 4.17 1.78 3.67
4.06 3.22 4.44･ 3.28 4.61
5.11 5.22 4∴61 5.44 5.18
5.33 4.94 4.61 5.50 5.78
5.06 4.17 3.67 4.78 3.94
4.11 4.00 4.22 4.67 4.35
4.18 4.11 4.61 2.94 4.06
4.17 3.06 4∴39 2.61 4.67
2.44 2.17 4.67 1.44 2.56
4.44 4.17 3.89 2.33 4.17
4.89 4.78 3.78 2.83 3.78
5.28 5.日 4.56 4.56 5.17
3.78 3.94 3.83 2.39 3.50
3.89 3.56 4.00 3.50 3.83
5.00 4.67 3.94 3.28 4.ll
3.11 3.06 4.50 6.28 3.89
4.72 5.00 5.06 4.67 5.39
3.89 3.39 3.72 3.28 年.17
4.33 3.72 4.33 2.94 4.33
???? ??? ?????? ??
3.69 4.36
生気の 落着 き 感じの
ある のない わるい
5.44･ 3.83 5.06 3.72 3.06
4.78 3.33 2.61 4.17 4.ll
3.89 3.33 3.94･ 3.83 3.22
5.89 3.94･ 3.11 3.11 4.17
5.28 3.39 4.28 2.83 3.28
4.33 2.76 3.39 4.56 3.67
5.44 2.06 2.83 3.44 5.00
5.33 2.89 3.06 3.00 4･.39
3.72 3.39 4.17 4∴11 3.00
4.56 1.50 2.94 3.61 5.33
4.94･ 3.17 3.00 3.72 3.61
4.33 3.72 2.89 4.06 3.83
5.28 3.94 2.72 2.89 3.78
4.06 2.28 3.65 4.22 4.22
4.11 3.44 3.72 3.83 3.56
4.11 4･.67 3.28 4.22 3.44
5.00 3.06 5.33 4.11 4.78
5.72 3.89 3.06 3.00 3.83
4.39 2.67 4.11 3.94 3.67
3.94･ 3.59 3.11 4.00 3.33
??????? ??????
? ???? ?? ?????????? ???????? ?? ? ? ???? ? ?????
3.86 4.10
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Table3･意味尺度間の相関行列 R*
10 11 12 13意味尺度
意味尺度 -＼




＼､とない なな なな なな t/
lきれ い な-きた な いi.960
2複 雑 な-単 純 なL.081 .611
3上 品 な-下 品 なt
な卜
な2
4静 的 な一動 的
5鋭 いJilE い弓
6かろやかな一差つしりLf
7清 潔 な-不 潔
8す ん だ-くもっ た戸
9重 い-軽 いt




? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?













? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?? ?
? ? っ ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ?
? ?
?? ? ? ? ? ? ? ?
13た い らな でこぼこし
14純 粋 な-不 純 な
15あきがくる あきがこなし､
1噌 んやりし-はっきりし;
･7毒力ニック-人 間 的 な∃
.766-.225 .597-.040 .686 .423 .733 .6451.342-.437 .478-.4･19 .953
.829-.460 .571 .091 .812 .780 .914 .965-.722-.846 .154-.844･ .702
.195-.271-.514-.220 .203 .210-.110 .034-.263-.182 .190-.236 .004
.647 .343-.388 .225-.799-.498-.725-.774 .433 .595-.426 .667-.599
.205-.464-.122-.304 .666 .256 .312 .370-.310-.411 .595-.465 .325
18つ め た い-あたたかい弓.139-.530-.144･-.119 .647 .228 .263 .364-.281-.398 .632-.429 .449





24派 手 な-地 味 な
25ご うか な-やすっぱい
26人 工 的 な-自 然 な弓
27ヱすっペら-厚みのある弓
∴ _, - t-～い
26人 工 的 な-自 然
30感じのよい-一禁じのわる
.041-.026-.681 .662-.147 .146 .156 .193-.012 .824･1.169 .324
.195 .160 .151-.604 .561-.351 .160 .068 .411 .179 .891 .006 .340
.723 .191 .684-.301 .431 .470 .709 .619-.355-.4年7-.076-.480 .224
.817-.081 .664-.232 ,713 .356 .756 .636-.261-.379 .513-.365 .953
.635-.001 .430--.505 .897 .405 .677 .696-.271-.505 .493-.632 .564
592 .582 .771-.504 .401-.152 .456 .218 .314 .151 .418 .061 .410
.192-,329-.076-.334 .552 .082 .264 .242-.108-.257 .606-.339 .267
.602-.356 .377 .176 .387 .769 .678 .685-.801-.675-.118-.588 .549
.473-.518-.525 .406-.358-.033-.346-.268-.171 .016-.298 .170-.213
.017 .365 .342 .284一-.545-.368-.151-.344 .412 .483-.271 .576-.087




















































































.446 .541-.598 .879 .879
-.922-.052 .787-.445-.390 .951
.220 .414-.579 .726 .707-.322 .890
.151 .134-.523 .577 .558-.279
.532-.173-.511 .148-.151-.672
.682-.019-.631 .348 .379-.761
.693 .264-.816 .605 .551-.786
.240-.442-.278-.027-.1351.409
?????




.290 .469-.564 .921 .775-.398 .712 .644 .184 .295 .583 .093 .921
.701 .267-.404 .189 .2711.649-.日5-.275 .249 .485 .307-.087 .043 .801
-.208 .243 .327 .007 .159 .390-.2711.447-.6211.338-.537-.744-.114 .194 .744
-･3421･717 ･492-･765-･765 .3071.611-.292 .016～.062-.571 .328-.654-.286-.130 .765
･509-･673-･277-1253-.348-.568-.261-.024 .703 .504 .249 .692-.190 .253-.551 .512 .898
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められる｡固有ベクトルおよび固有値の計算方法は種々あるが,ヤコビ法が比較的よく用いられるようであ
る｡






被験者による評点の平均 xikを Table2に示す｡被験者による評点のバラツキについて述べると, ｢あ
きがくる--あきがこない｣,｢人工的な- 自然な｣,｢感じのよい- 感じの惑い｣のバラツキが大きかっ
だ() ｢あきがくる一-あきがこない｣や ｢感じのよい- 感じの惑い｣は,被験者の主観的好みにかなり強
く影響される尺度と考えられ, それゆえに大きなバラツキを もつことになったものと推察される｡一方,
｢人工的な- -白然な｣のバラツキは,被験者により意味のとり方が異なるために生じたのではないかと考


































意 味 尺 度
1 き れ い な-き た な い




4 静 的 な一動 的 な
5 鋭 い一鈍 い
6 か ろや か な-どっしりした
7 清 潔 な-不 潔 な
8 す ん だ-く も っ た
9 重 い-軽 い
10 く ら い-あ か る い
11 か た い-やわ らか い
12 年 と っ た一若 い
13 た い ら な-でこぼこした
14 純 粋 な-不 純 な
15 あ きが くる-あきがこない
16 ぼんやりした-はっきりした
17 メカニックな一人 問 的 な
18 つ め た い-あたたか い
19 ふ る い-あた ら しい
20 は げ し い-おだや か な
21 強 い一弱 い
22 楽 し い一楽 し くない
23 つるつるした-ざらざらした
24 派 手 な-地 味 な
25 ご う か な-やす っぱい
26 人 工 的 な一自 然 な
27 うっすべらい一厚 み のあ る
28 生 気のない一生気 のあ る
29 落着きのある-落着きのない
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因 子 意 味 尺 度
6. かろやかな-どっしりした
10. く ら い～あ か る い
9. 重 い一軽 い
12. 年 と っ た一若 い
8. す ん だ-く も っ た
14. 純 粋 な-不 純 な
27. うすっペら い-厚みのある
19. ふ る い-あた らしい
7. 清 潔 な-不 潔 な
20. は げ し い-おだやかな
26. 人 工 的 な-自 然 な













21. 強 い-弱 い 与-.275
( 18･ つ め た い-あたたかい
l: l. か た い-やわ らかいi
; 241 派 手 な-地 味 な
5. 鋭 い一一鈍 い
】
1
25. ご う か な-やすっぱい
30. 感 じのよい--感じのおるい
3. 上 品 な-下 品 な
3 28. 生気のない一生気のある
22. 楽 し い-楽 しくない
･ 1. き れ い な-き た な い
15. あ きが くる-あきがこない
た い ら な-でこぼこした
23. つるつるした一ざらざらした
? ???
的 な一一動 的 な








































































生気のある 単純な● 清潔な ●● すんだ
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SD 法 (SemanticDiferentialMethod)の考案者である Osgoodの =意味の測定H1)すなわち,意味空
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Table7. 予備実験のバ リマックス回転解
すっきりしている-ごてごてしている
く ら い-あ か る い
複 雑 な一単 純 な
純 粋 な-不 純 な
か ろ や か な-どっ し り した
す ん だ-く も っ た
清 潔 な-不 潔 な
重 い-軽 い
年 と っ た-若 い
浅 い一深 い
乾 い た-湿 っ た 喜 .722
い一鈍 い き .660
うす っ ペ らい一厚 み の あ る
き れ い な-き た な い
自 然 な-不 自 然 な
しっ く り した-そ ぐ わ な い
つ め た い-あ た た か い
メ カ ニ ッ クな一人 問 的 な
う る さ い-静 か な
は げ し い-お だ や か な
人 工 的 な-自 然 な
落 着 きの あ る一落 着 きの な い
平 静 な-刺 激 的 な
感 じ の よ い一感 じ の わ る い
上 品 な一下 品 な
不 快 な一快 い
か た い-や わ ら か い?
?
?
張 し た-の ん び り した
う か な-や す っ ぱ い
蝕 の よ い一感 触 の わ る い
も ろ い-ね ば
そ ま つ な-ぜ い
静 的 な-動 的 な
き ば つ な-平 凡 な
楽 し い一楽 し く な い
派 手 な一地 味 な
生 気 の な い-生 き 生 き した
斬 新 な一古 風 な
デ ラ ッ ク ス な一質 素 な
ふ る い-あ た ら し い
洋 風-和 風
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Table8･乾8)の実験結果のバリマックス回転による因子解
因子 弓 意 味 尺 度
上 品 な-下 品 な
しっ く り した-そ ぐ わ な い
すっきりしている-ごてごてしている
純 粋 な一不 純 な
しま りの な い-ひ き しま っ た




不 快 な-快 い
自 然 な一不 自 然 な
平 静 な-刺 激 的 な
落 着 きの あ る-落 着 きの な い
年 と っ た--若 い
く ら い-あ か る い
重 い一軽 い
派 手 な-地 味 な
生 気 の な い一生 き 生 き した
ぼ ん や り した-は っ き り した
ふ る い-あ た ら し い
す る ど い-に ぷ い
?
約-動 的
楽 し い一楽 し く な い
乾 い た-湿 っ た
; つ め た い-あ っ
1
?? ? ??? ????
は げ し い-お だ や か な
因 子 負 荷
.01
. 0 6 - .37
一. 2 7 ( .08
































共通因子すなわち因子負荷 A が求まったので,これを用いて次に, 共通因子得点 F を求めた｡結果を
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Table9. 因 子 得 点
＼､＼ 因 子
パネル ＼
1 シ ージ ソ グ
2 ケ ヤ キ 印
3 p - ズ 印
4 ラ ワ ン浅 満
5 イ ソ シ ュ
6 布
7 有 孔 合 板
8 石 こ う
9 ブ ビンガ印
10 ア ル ミ
11 ケ ヤ キ 印
12 マ ツ 印
13 タ モ つ き
14 抽 象 柄
15 チ ー クつ き
16 ス ギ 印
17 木 毛 セ
18 サ ク ラ つ き
19 ベ イ ヒ 満
20 レ オ 印
1 2 3 4
1,829 -0.502 0.700 0.419
1.004 -0.050 -0.115 -1.008





































































材料名は Tablelの略称を用いた｡ *色相 2･5YR,明度6,彩度7
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スギ伽 レオ印● ● ● I l ●11-fL行やj
2 ●ブ ビ ンガFlJ 0rレ ズr-1●tf1]- ●ベ イヒ梢 ー ソ
● -L}')｣ に溝● アル ミ









てプロットすると Fig･8となったo この図より,第 1因子と明度との間に高い相関関係のあることが認め
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ち,彩度の高いものほど, 感`じがよい" =楽しい"あるいは "豪華な"ィメージを与えるようである｡
しかしながら,彩度が高ければ必ずそのようなイメージとなるわけではなく,同一彩度であっても,パター
ン,色相,その他の違いによって,第3因子得点は大きく異なっている｡同様にまた,同一明度であっても



















子は "明るさ", =純粋きり, =軽さ"の因子であり,第2因子は=自然き', "あたたかき",第3因子
は=感じのよき", "楽しき日, "豪華き",第4因子は=表面粗さ",第5因子は"動き", "複雑さ日
の因子である (Table6)｡従って,材料の心理的イメージは,この5因子を座標軸に用いて表現すれば最も
簡潔にかつ正しく表現することができる｡なお,第5因子は因子負荷が小さいので割愛することが可能であ
り,ここでは4因子による=材料の4辺形プロフィル'を提案し,かつ,これによって各種材料の心理的イ
メージが適確に表現されることを確めた (Fig.4)｡壁面材料の色やパターンを変化させると,イメージがど
のように変化するかを究明する場合等に,この手法は特に役立つものと思われ,ここでは1例としてグ)i,-
ブの影響を示した｡
なお,上記の因子と物理的性質との対応は,第1因子が明度 (Fig･8)と,第4因子が表面粗さと関係が
深い｡しかしながら一般に,各因子と物理量との間には1対 1の対応はなく,色彩およびパターンが複雑に
関係している｡壁面材料として好まれるかどうかは主として第3因子の得点に支配されており,この因子と
物理量との複雑な対応の究明が今後の大きな課題となろう｡
なお,本研究での数値計算には京都大学大型計算機センターのFACOM 230-75を用いた｡ここに記して
謝意を表したい｡また,木研究を進めるに際し御援助と御助言を賜った京都大学工学部建築学科 ･松浦邦男
教授に対し心より感謝致します｡さらにまた,実験に際し御協力いただいた木質材料部門の各位に対しここ
に謝意を表します｡
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